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緑茶、ウーロン茶、紅茶のちがいは酸化にある

緑茶、ウーロン茶、紅茶のつくりかたは、どのようにちがうのでしょうか。まず緑茶を
みてみましょう。緑茶の茶葉は、深い緑色をしています。茶葉は木から摘まれた、もう
生きてはいない葉です。摘まれた葉は、ほうっておくと、ふつうは茶色になってしまい
ますね。それなのに、緑茶の茶葉は緑色のまま。なぜでしょう？

緑色の正体は、光合成をになう葉緑素（クロロフィル）です。これが酸素とむすびつ
くと、茶色になります。酸素と反応することを「酸化」といいます。葉の中にはもともと
「酸化酵素」という、酸化をすすめる仕事をするタンパク質が入っています。摘みとら
れた葉は、この酸化酵素のはたらきで葉緑素が酸化し、茶色にかわります。酸化酵
素はタンパク質なので、熱くなるとこわれてしまいます。ということで、緑茶をつくるとき
には、葉を摘んだらすぐに蒸気にあてて蒸し、熱で酸化酵素をこわしてしまいます。す
ると葉は緑のまま、というわけです。

緑茶、ウーロン茶、紅茶の大きなちがいは、この酸化にあります。摘んだ葉をすぐに
蒸さずに一晩ほど寝かせ、酸化させたのが、ウーロン茶。さらに長く酸化をすすめたの
が紅茶です。

ただし、チャの葉が茶葉になるまでの化学変化は、この酸化だけではありません。
手や機械で葉をもみほぐしたり、強く押しつぶしたり、あるいは湿度のたかい空気にさ
らしたりする中で、酸化だけでなく、いろいろな化学反応がおこっているようです。お茶
の世界では、そういった化学変化を全部ひっくるめて「発酵（はっこう）」とよんでいま
す。そのつくりかたから、緑茶、ウーロン茶、紅茶はそれぞれ「非発酵茶」「半発酵茶」
「発酵茶」と分類されます。

ここで注意。科学のことばで発酵とは、食べものや飲みものにふくまれる糖分を菌
が食べて、アルコールなどをつくりだすことです。しかし、お茶の「発酵」は菌のはたら
きではないので、科学でいう発酵ではありません。ちなみに、菌をつかって本当に発
酵させているお茶もあります。たとえばプーアル茶や高知県でつくられる碁石茶という
お茶は、カビをつけて茶葉を発酵させたものです。これは「後発酵茶」と呼ばれていま
す。

さて、せっかくお茶をいれるなら、おいしくいただきたいものです。実は、化学の知識
でお茶をおいしくいれられるのです！それはまた次の機会にご紹介しましょう。

〈もっと詳しく知りたい方のための読書案内〉

・ 三木雄貴秀：『おいしいお茶の秘密』（ＳＢクリエイティブ、２０１９年）
トピックごとに短くまとめられて読みやすい。写真も多く、お茶の世界を見わたすのによい本。

・ 大森正司：『お茶の科学「色・香り・味」を生み出す茶葉のひみつ』（講談社、２０１７年）
科学的により深くお茶を知りたいならこちら。かなり詳しく、おもしろい。

上羽 貴大（科学館学芸員）

Ｔ．ＵＥＢＡ
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ブーメランはオーストラリ
アの先住民が狩猟などに
使っていた道具です。「く」
の字型の板状のもので投
げると自分のところに戻って
くることが知られています。

ブーメランはいろんな形
に作ることが可能で、今月
のジュニア科学クラブでは
紙で簡単に作れるものを紹介します。果たして投げて自分のところに戻
って来るでしょうか？

ἶ ἶ ᴣ

ここから２ページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。
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◆集 合：サイエンスショーコーナー（展示場３階）

◆もちもの：会員手帳・会員バッジ・月刊「うちゅう」１０月号・筆記用具
実験教室に必要なもの（右ページを見てね！）

◆内 容： ９：４５～１０：３５ サイエンスショー（全員）
１０：４０～１１：４０ 実験教室（会員番号１～７７）
１０：４０～１１：４０ てんじ場たんけん（会員番号７８～１５３）
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みなさんは「ＫＡＩＺＥＮ」という言葉が世界中の多くの工場で使われて
かいぜん

いることを知っていますか。もともとは日本語の「改善」という言葉で、意
わる あらた

味は「悪いところを改めてよくすること。」で
す。

こ う ぎ ょ う せ い ひ ん

車などの日本の工業製品が世界中に
く ふ う せ い ひ ん

広まったのは、全員の工夫で、製品をさら
こわ

に便利に、安く、壊れにくくなど、どんどんよ
くしていったからです。その方法は「ＫＡＩＺＥ
Ｎ」という名で世界中に広まりました。

く かえ

工夫を繰り返して改善していくことは、良
さ ぎ ょ う

いものができるだけでなく、楽しい作業で
た い け ん

す。今回はみんなでそんな体験をしてみ
ましょう。

み ぢ か ざ い り ょ う

・身近な材料をつかってあるものを作ってもらいます。
さ い し ょ

・最初に作ったものを、自分の考えやお友達の作品を見て、さらに
工夫して、便利で良いものにしていきます。

・何をつくるかはお楽しみ。

○筆記用具
○材料は、科学館で準備します。

ἶ
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周期表発表から１５０年にあたる２０１９年。当館でも周期表に関する企画展を開
催することになりました。

その名は、「国際周期表年２０１９特別展」 概要は、以下のとおりです。

・企画展名 国際周期表年２０１９特別展
・会 期 １０月５日（土）～１０月２７日（日）

９：３０～１７：００ （入場は１６：３０まで）
・会 場 当館４階
・観 覧 料 無料（ただし展示場観覧料が必要です）

本企画展は、愛媛
県総合科学博物館の
久松学芸員が企画制
作 し た も の で、こ の３
月に愛媛の科学館で
開催されていたもので
す。周期表にまつわる
様 々 な 資 料 を 収 集
し、展示しています。

元素や周期表に関
する体験展示も久松
さんが自作して、展示
しています。オリジナ
ルは、展示件数が７７
件、資料総数が１８０
点ほどあるのですが、
当 館 の 会 場 の 都 合
で、展示件数が６０点
程になります。

た だ し、企 画 展 全
体には影響のないよう
にしておりますので、



皆様には十分楽しんでいただける内容です。そして、本特別展は全国巡回展となっ
ており、国際周期表年にふさわしいイベントになっています。

周期表ですから、みなさんご存じのとおり、基本的には一枚の表になります。ただ、
周期表に記されている元素について、実在の原子や分子という形で取り上げて、そ
れを考える体験展示も用意しております。

例えばパイプの中にボールを入れて落とした時、空気のある・なしから、分子や原
子に思いを至らせる展示（図１）や、圧電素子による放電実験（図２）から素子の素
材、二酸化ケイ素や電気石などの構成要素から原子を考える展示などがあります。

また、１１３番元素を発見する前に日本人初
の元素発見に一番近づいた小川正孝について
の紹介展示もあります。覚えておられる方いら
っしゃいますでしょうか。２０１８年１０月号うちゅ
うのメイン記事でご紹介したニッポニウムを発
見したと報告した小川正孝のことです。実際
は、小川の発表した４３番元素ではなく７５番レ
ニウム（現在名）を発見していたと考えられてい

ます。こちらの展示もうちゅう片手にぜひご覧ください。
他、メンデレーエフの周期表が発表されるまで、化学者は元素についてどのように

整理をしようとしていたのかを紹介したり、元素を様々な鉱物類をとおして紹介したり、
楽しく深く学べる周期表の企画展です。当館所蔵の宇田川榕庵の資料も展示します。

４階展示場の「周期表」や「元素の利用」の展示と合わせて、ぜひ楽しんでください。



科学館アルバム
前月号では紙面の都合により科学館アルバムを掲載できませんでしたので、今回は

７月と８月のできごとをピックアップして、レポートします。夏休み中、特にお盆の時期

には非常に多くのお客様にご来館いただき、プラネタリウムも連日満席となりました！

７月１１日（木）

中之島科学研究所コロキウム
７月２５日（木）、２６日（金） 夏休み自由研
究教室「キラキラ☆金を使って金めっき☆」

日本のフーコー振り子について、渡部義弥研究員

よりお話がありました。発案者のレオン・フーコーの

人物像も含め、歴史的な経緯の解説と、国内で

のフーコー振り子の調査結果を紹介しました。

金やその他の金属について小野学芸員よりお話

を聞いた後、本物の金を溶かして、クリップなどに

金めっきをしました。出来上がったクリップはキラ

キラ！最後は展示場で金展示の見学をしました。

７月２７日（土） 全国同時七夕講演会２０１９
「ブラックホール…見えた？！」

７月３１日（水）

特別天体観望会「木星と土星を見よう」

石坂学芸員制作の番組「ブラックホール」を上

映後、大阪市大の石原教授にブラックホールの

観測や研究成果について、ご講演いただきまし

た。多くの来場者が熱心に聞き入っていました。

当日は晴天に恵まれ、１８１名の参加者の皆様に

木星と土星を望遠鏡でお楽しみいただきました！

「土星の環が見える！カワイイ！」「木星の縞模様

見える！」など、次々に歓声が上がっていました。

こんなことがありました

２０
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